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Ⅵ 環境側面の報告

1. 環境マネジメント

(1) 日立金属グループの環境ビジョン

日立金属グループは、環境ビジョンに掲げる｢脱炭素社会」「高度循環社会」｢自然共生社会｣を重要な 3 つの柱

として、ステークホルダーとの協創を通じて環境課題を解決し、生活の質の向上と持続可能な社会を実現するこ

とをめざします。また、日立金属グループでは、2020 年度環境行動計画をカテゴリー毎に各事業所と共に対応

し、バリューチェーンを通じた CO２排出量の低減、水・資源の利用効率向上、自然資本のインパクトの最小化に

努めます。そして、2050 年の脱炭素社会に向けたビジョンとして、カーボンニュートラルへの長期目標を掲げ、

2050 年に CO２排出量目標の実質排出量ゼロをめざします。 

日立金属グループ企業行動規範 （抜粋） 

【持続可能な社会に向けて】 

１． 社会課題の解決に向けて、私たちが持つ革新的なソリューションを社会に提供 

    し、パートナーやステークホルダーとの協創を推進するとともに、人びとや地球 

    環境に対し責任ある企業活動を行います。 

２． 社会の発展に貢献する技術の開発に努めるとともにその技術が社会に与える 

    効果や影響を正しく認識し、その有効活用に努めます。 

３． 低炭素社会、高度循環社会、自然共生社会をめざすためにバリューチェーンを 

    通した CO₂排出量の低減、水・資源の利用率向上、自然資本へのインパクトの 

    最小化に努めます。 

４． よき企業市民として地域社会との信頼関係を築くとともに、連携して問題解決 

    に取り組み、地域社会の発展に貢献します。 
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(2) 日立金属グループ環境保全基本方針        
 

 

日立金属グループ環境保全基本方針 

 

理念 

日立金属グループは「最良の会社」を具現して社会に貢献することを経営の基本理念としている。この

基本理念に基づき、人類共通の財産を後世へ健全な状態で承継するために、環境配慮を経営上の重

要課題として位置付け、地球環境、地域社会環境の保全を積極的に推進する。 

 

スローガン 

●地球環境保全は人類共通の重要課題であることを認識し、環境と調和した持続可能な社会の実現

を経営の最優先課題の一つとして取り組み、社会的責任を果たす。 

●地球環境保全および資源有限性への配慮に関するニーズを的確に把握し、これに対応する高度で

信頼性の高い技術および製品を開発することにより社会に貢献する。 

 

行動指針 

1. 環境関連法令の順守と汚染の予防 

国際的環境規制ならびに国、地方自治体および協定などの環境法令を順守する。順守を確実にする

ために、必要に応じて自主基準を設定する。 

また、環境問題の可能性を評価し、汚染の予防に努める。万一、環境問題が生じた場合には、環境負

荷を最小化するよう適切な措置を講ずる。 

 

2. 環境管理組織の機能整備と監督機能の充実 

環境担当役員を頂点としたグループ環境管理組織、運営制度を整備し、環境関連規程の整備、環境

負荷削減目標の設定などにより環境保全活動を推進する。 

また、環境保全活動が適切で妥当で有効に行われていることを確認し、環境管理の継続的改善に努

める。 

 

3. LCA（ライフサイクルアセスメント）を配慮したグローバルなモノづくりの推進 

製品の研究開発・設計、生産、流通・販売、使用、廃棄などの各段階における環境負荷の低減をめざ

し、以下を重点としたグローバルなモノづくりを推進する。 

①環境親和製品 ②地球温暖化防止 ③省資源・リサイクル資源循環 ④化学物質管理 ⑤生物多様

性の保全への配慮 

 

4. 海外拠点での環境配慮 

グローバルなモノづくりに際しては、当該地域の環境に与える影響に配慮し、地域社会の要請に応え

られる対策を実施するよう努める。 

 

5. 教育訓練と意識の向上 

広く社会に目を向け、幅広い観点から、従業員に環境関連法令の順守の重要性、および、環境への

意識向上のために環境保全について教育する。 

 

6. 情報開示 

環境保全活動についてステークホルダー（利害関係者）への情報開示と積極的なコミュニケーションに

努め、相互理解と協力関係の強化に努める。  

 

制定 2010 年  4 月 1 日 

改定 2016 年12 月1 日 
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(3) 環境経営推進体制          
日立金属グループの環境経営は日立金属の環境担当役員を環境委員会委員長として、技術開発本部 環境戦

略部が各事業本部の事業本部環境管理責任者と連携して推進する体制をとっています。  

2010 年 4 月に、「日立金属グループ環境保全基本方針」を制定し、グループ一体となって環境経営に取り組ん

でいく姿勢を明確にしました。 

特に、グローバルに事業展開する企業にふさわしい環境経営を推進するために、それぞれの国や地域の特性

を考慮しながら、日立金属グループとして同じ環境保全基本方針をしっかりと共有し、環境負荷低減活動および

環境リスク対応の活動を実施していきます。環境活動に関する方針、目標等は年 1 回の日立金属グループ環

境委員会において審議決定しています。また、年 1 回、取締役会および経営会議において環境活動に関して報

告しています。 

 

日立金属グループ環境経営推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーポレート 各事業本部 

各事業所 

◎関連部門長 

◎環境担当役員 

代表執行役執行役社長 

事業所長 

◎環境管理責任者 

環境委員会 

各部門 

国内グループ会社 

◎環境担当役員 

左の     と同等 

環境担当役員 

左の     と同等 

海外グループ会社 

◎技術開発本部 

環境戦略部 

 

グループ環境委員会※1 

内部環境監査チーム 

専門部会 

◎事業本部環境管理責任者 

各統括部 

※1：日立金属グループ環境委員会出席者は◎の付いた以下の者で構成されます。 

環境担当役員、各事業本部責任者、事業所環境管理責任者、コーポレート関連部門長、 

グループ会社環境担当役員、技術開発本部 環境戦略部 



 50 

日立金属グループ CSR 活動報告 2021［詳細活動報告] 

(4)2019 年度～2021 年度環境中期行動計画と 2020 年度の実績     
日立金属グループの 2019 年度から 2021 年度までの中期環境行動計画および 2020 年度の実績および評価を

以下の表にまとめました。 

 

※1：環境 e-learning は、教育方法と内容(教材)見直し 20 年度から新しい環境一般教育として実施。19 年度は、その準備の為中断。 

事業所毎の環境一般教育は例年通り実施している。 

※2：生活ゴミ、有害廃棄物、自社埋立(場内埋立)を除外 

※3：2020 年度実績より (熊谷)軽合金事業撤退のため除外 

 

 項目 行動目標 
2019 年 2020 年 2021 年 

目標 実績 評価 目標 実績 評価 目標 

ガバナンス 

環境コンプライアンスの遵守と

リスクの低減 
内部監査実施率 100％ 100％ ○ 100％ 100％ ○ 100％ 

環境リテラシの醸成 

内部監査員研修

実施 

1 回 

以上 
2 回 ○ 

1 回 

以上 
1 回 ○ 

1 回 

以上 

e ラーニング 

受講率 
100％ －※1 －※1 100％ 92％ △ 100％ 

環境活動レベルの向上 GREEN21-2021 
140 

GP 

166 

GP 
○ 

210 

GP 

180 

GP 
× 

280 

GP 

低炭

素社

会 

製品 

環境親和型重点製品の売上比率 23％ 20.2％ × 24％ 21.2％ × 25％ 

環境配慮設計アセスメント実施 

(３年間：２０件) 

7 件 11 件 ○ 9 件 

(2 年間) 

9 件 
〇 

9 件 

(2 年間) 

ファク 

トリ 

事業所の CO₂排出量 

削減 

CO₂原単位改善率 

(2010 年度比) 
5％ 1.4％ × 6％ -2.3％ × 7％ 

輸送中の CO₂排出量 

削減 

輸送エネルギー 

原単位改善率 

（2010 年度比) 

４％ -4.2％ × 5％ 4.6％ △ 6％ 

高度

循環

社会 

資源 

循環 
廃棄物削減・再利用 

廃棄物・有価物等 

発生量原単位改善 

(2010 年度比) 

12％ 16.6％ 〇 13％ 15.2％ 〇 14％ 

廃棄物埋立率※2 14％ 13.7％ 〇 13％ 10.9％ 〇 12％ 

水資源 水利用効率の改善 
水使用量原単位改

善率(2010 年度比) 
22％ 22.2％ 〇 24％ 12.2％ × 26％ 

自然

共生

社会 

化学 

物質 
化学物質排出量削減 

化学物質大気排出

量原単位改善率※3 
26％ 22.6％ × 27％ 34.2％ 〇 25％ 

生態系 

保全 

自然資本へのインパクト 森林保全活動（件数） 4 4 〇 4 2 × 4 

生態系保全 
生態系保全活動 

実施件数(累計) 
4 17 〇 8 9 〇 12 

ステークホルダー

との協働 
社会貢献 

地域清掃、 

ライトダウンなど 

活動の継続、生

態系保全以外の

側面からの環境

負荷軽減 

〇 

活動の継続、生

態系保全以外の

側面からの環境

負荷軽減 

〇 

活動の継続、

生態系保全以

外の側面から

の環境負荷軽

減 

評価：目標達成：〇、90%達成：△、目標未達成：× 
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 (5) 環境会計           
日立金属グループは、経営資源を適切に配分して環境投資・環境活動の効率化と継続的な改善を推進し、ま

た、その効果や効率に関する情報を開示してステークホルダーの皆さまに理解を深めてもらうために環境会計

を導入しています。 

環境コストは環境に関わる設備投資や設備の維持管理費、研究開発費等を対象としています。 

環境効果は、金額で評価する「経済評価」を廃棄物処理・リサイクル化による効果、省エネルギーによる効果、

その他（R&D や製品・梱包資材のリサイクル化等）の項目でとらえています。 

2020 年度の集計結果は以下のとおりです。 

 

①環境コスト 

2020 年度の環境コストは、経費 78.0 億円、投資 5.8 億円で合計 83.8 億円となりました。 

 

②環境効果 

経済効果は、主に廃棄物削減、リサイクル化、省エネルギーの効果により、合計 104.7 億円でした。 

 

③集計結果 

■環境保全コスト              単位：億円 

2019度 2020年度
経費 投資 経費 投資

事業所 公害防止 14.2 4.1 14.3 1.5
エリア内 地球環境 19.3 24.1 19.0 3.9
コスト 資源循環 25.6 5.6 23.8 0.5

小計 59.1 33.8 57.1 5.8
上・下流コスト 2.8 0.0 2.4 0.0
管理活動コスト 6.3 0.1 6.9 0.0
研究開発コスト 13.8 0.1 11.0 0.0
社会的取組 0.0 0.0 0.0 0.0
その他 0.4 0.0 0.6 0.0

計 82.4 34.0 78.0 5.8

費目分類費目分類費目分類費目分類

 

 

■環境効果           単位：億円 

2019度 2020年度
廃棄物処理、リサイクル化
省エネルギー
その他

計

100.5
1.8
2.4

104.7

111.3
1.7
3.1

116.0

項        目

 
●報告範囲：日立金属 国内グループ 

●集計期間：2020 年 4 月 1 日～2021 年 3 月 31 日 
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(6) 統合環境マネジメントシステム（統合 EMS※1）      
日立金属グループでは、環境管理のマネジメントシステムとして、ISO14001 を導入しています。 

1997 年より工場単位での認証取得からスタートし、その後、製品環境規制への対応や、環境適合製品の拡販

など、技術、企画、営業などの本社部門と密接に連携する必要性が増してきたことを受け、現在事業本部の各

セグメント単位（金属材料事業本部の特殊鋼、素形材、機能部材事業本部の磁性材料、電線材料）毎の統合環

境マネジメントシステム（統合 EMS※1）を構築しています。 

2015 年 9 月に改定された ISO14001:2015 では、事業の戦略的な方向性との両立、事業プロセスとの統合が要

求されています。当社は、事業本部の各セグメント(旧カンパニー)統合 EMS の中で 2015 年版の移行対応を進

め、2017 年度中に 2015 年版へ移行しました。 

2019 年 4 月より、２つの事業本部制(金属材料事業本部、機能部材事業本部)へと体制を変更しましたが、EMS

は各セグメント（旧４カンパニー）の EMS を新しい事業本部体制で運用しています。 

※1：Environmental Management System 

 

(7) 環境監査           
技術開発本部 環境戦略部では、環境関連法令の遵守／コンプライアンスの徹底、環境行動計画に対する

EMS 運用の適切性、環境リスクの低減を図るために、全社的に環境監査を実施しています。 

2020年度は、社内の内部監査の計画に合わせ、８事業所（国内６サイト、海外２サイト）の環境業務監査を実施

し、直ちに行政措置を受けるような重大な不適合がないことを確認しています。軽微な不適合は２３件ありました

が、計画に基づいた改善を進めています。 

 

(8) 環境教育・啓発          
EMS 関連教育を含む教育体系を構築すること、また、日立金属グループ全体の視点で実施する教育と、工場

毎に実施する教育の役割を明確にすることで、全従業員の環境意識のさらなる向上と職場ごとの知識・技術の

レベルアップを図っています。 

 
環境教育体系 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全従業員 ｅ-ラーニング 日立金属グループのエコマインド教育
サイト内従業員 サイト内環境教育 ISO14001の一般教育、一般社員の環境管理実務
新人職長 新人職長者教育 環境問題と職場の任務

環境内部監査員 環境内部監査員養成研修 環境法令、ＥＭＳ知識と環境技能

環境担当者 環境担当者研修 環境担当者の教育、リスク管理の徹底

法的資格者 資格取得教育 法的資格者の育成教育(外部講習を含む)

対象 内容

一般教育

専門教育
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(9) 環境マネジメント「GREEN21- 2021」の活動       
日立グループでは環境活動の継続的改善と活動レベルの向上を点数評価するシステムとして「GREEN21」活動

を推進しています。GREEN21 は 2019 年度に 5 度目の改定が行われ、2019 年度から 2021 年度までの 3 年間

は「GREEN21-2021」として活動を推進します。 

「GREEN21-2021」では、カテゴリー数を以下の表の 4 項目に分類し、環境行動計画の達成状況と整合して活動

の点数評価が行われます。また、目標の上方修正や社外表彰など、加点ポイントも設けられています。 

2020 年度の実績は、日立金属グループとして、4 カテゴリー合計で 180 グリーンポイント（以下、GP）となり、目

標 210GP に対し未達成でした。今後とも環境行動計画の目標達成を掲げ、GREEN 21 のさらなる向上を図って

いきます。 

 

 
No. カテゴリー（評価表） 主な評価内容 

1 環境マネジメント 
グローバル環境管理強化、中小事業所管理強化、 

環境人材育成、法令遵守、クレーム低減 

2 低炭素社会 

製品サービスの CO2 排出削減量・削減率、 

CO2 排出量原単位改善、 

輸送(荷主)の CO2 削減 

3 高度循環社会 

水使用量原単位改善率、水使用量の削減、 

水リスク対応 

廃棄物有価物発生量の削減・原単位改善、廃棄物埋

立率、原材料使用量状況、製品リサイクル実施状況 

4 自然共生社会 
化学物質大気排出量原単位改善率、 

生態系保全活動の推進 
 

 

GREEN21-2021 の目標ならびに 2020 年度実績 

年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

目標 140 210 280 

実績 166 180 － 

0
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20
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60

環境マネジメント

低炭素社会

高度循環社会

自然共生社会

2020年度（実績）

2020年度（目標）
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(10) 環境に関する外部コミュニケーション状況       
①展示会への参加 

各種の展示会へ出展し、日立金属グループの環境配慮に優れた技術（効率化・小型軽量化）や製品(長寿命化)を

紹介しています。日立金属グループの製品が社会の環境負荷低減に貢献していることを理解していただけるよ

う努めています。 

 

主な展示会出展実績(2020 年度) 

開催日 展示会名　(開催地) 出展の一例

TECHNO-FRONTTIER バーチャル展示
会2020

「Collaboration for Innovation～材料コラボで新
たな価値を～」をテーマに「モータ―用コア材
料」「バッテリー関連部品」「アルミ製軽量化ハ
ウジング」など5つのテーマで出展。

第22回中国国際工業博覧会(中国､上海）
耐熱性、難燃性、耐屈曲性に優れた産業ロ
ボット用ケーブルなど

Gas & Heating China 2020（中国） ガス用ソフレックスなど2020年11月4日～6日

2020年9月8日～19日、
9月28日～10月2日

2020年9月16日～19日

 

 

②社外表彰  

日立金属グループの製品および環境活動による省エネ、小型・軽量化などで、2020 年度に以下の社外表彰を

受賞しました。  

会社・カンパニー 受賞製品・技術 受賞名 表彰団体 内容

Waupaca
Foundry,Inc. Plant5

産業用エネルギーや水
の効率的活用等

2020 Better Project Award
米国エネルギー
省

キュポラ(溶解炉)の溶解効率
改善と廃熱利用により大幅な
省エネを実現

主な環境関係の社外表彰(2020年度)
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(11) 生物多様性の保全への配慮

日立金属グループは、生態系の保全への配慮の活動として、植樹・森林保全活動、工場近隣の清掃活動、環

境教育等を実施しています。  

①主な生態系、植樹・森林保全活動、社会貢献活動事例

河川付近の清掃（San Technology, Inc.） 植樹活動（Hitachi Cable Vietnam Co., Ltd.） 

「工場周辺の清掃活動」 
（日立フェライト電子㈱） 

「工場周辺の美化活動」 
（㈱日立金属ネオマテリアル） 

「グリーンカーテン活動」（日立金属㈱） 




